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ガ
ン
ジ
ス
川
の
流
れ

　

ガ
ン
ジ
ス
川
の
流
れ
は
、
延
長
約
２
５
０
０
㎞
、
流
域
面
積
約
１
７
３
万
㎢
で
あ
り
、

そ
の
水
源
か
ら
河
口
ま
で
、
中
国
、
ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
５
カ
国
を
流
域
に
抱
え
る
国
際
河
川
で
あ
る
。
そ
の
流
れ
を
、
児
童
書
、
デ
イ

ビ
ッ
ド
・
カ
ミ
ン
グ
著
『
ガ
ン
ジ
ス
川
』（
偕
成
社
・
１
９
９
５
年
）
か
ら
追
っ
て
み
る
。　

　

ガ
ン
ジ
ス
川
の
水
源
で
あ
る
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
ガ
ン
ゴ
ト
リ
氷
河
（
標
高
４
２
５
５

ｍ
）
か
ら
溶
け
た
水
が
、
バ
ー
ギ
ラ
テ
ィ
川
を
下
り
ア
ラ
カ
ナ
ン
ダ
川
と
合
流
し
、
こ

こ
か
ら
ガ
ン
ジ
ス
川
と
な
る
。
氷
河
か
ら
５
０
０
㎞
下
る
と
ハ
ル
ド
ワ
ー
ル
の
町
に
入

り
、
こ
の
地
は
氷
河
と
の
標
高
差
が
３
８
０
０
ｍ
も
あ
り
、
平
坦
な
土
地
を
ゆ
っ
た
り
流

れ
る
。
ベ
ン
ガ
ル
湾
に
注
ぐ
ま
で
の
残
り
の
約
２
０
０
０
㎞
で
は
、
高
度
差
は
３
０
０
ｍ

し
か
な
い
。
ハ
ル
ド
ワ
ー
ル
に
１
８
５
４
年
に
建
設
さ
れ
た
上
ガ
ン
ジ
ス
用
水
路
は
、

灌
漑
用
水
と
し
て
60
万
７
５
０
０
ha
を
潤
し
、
水
力
発
電
用
の
ダ
ム
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

ガ
ン
ジ
ス
川
は
、
バ
ラ
ナ
シ
（
ベ
ナ
レ
ス
）
を
下
り
、
さ
ら
に
、
沐
浴
の
街
パ
ト
ナ
で

は
、
ガ
ガ
ラ
川
、
ガ
ン
ダ
ク
川
、
ソ
ン
川
な
ど
と
合
流
す
る
。
大
河
に
な
っ
た
ガ
ン
ジ

ス
川
は
ヒ
ン
ド
ス
タ
ン
平
原
を
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
、
こ
の
あ
た
り
は
頻
繁
に
氾
濫
し

流
れ
を
変
え
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

パ
ト
ナ
か
ら
下
る
と
、
ガ
ン
ジ
ス
川
は
、
二
つ
の
流
れ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
イ
ン

ド
の
国
境
を
越
え
、
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
川
と
合
流
し
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
向
か
っ
て
流

れ
る
パ
ド
マ
川
、
も
う
一
つ
は
南
へ
向
か
う
フ
ー
グ
リ
川
で
あ
る
。
ガ
ン
ジ
ス
川
の
河

口
（
パ
ド
マ
川
・
フ
ー
グ
リ
川
）
は
、
７
７
０
０
㎢
に
及
ぶ
広
大
な
デ
ル
タ
地
帯
で
あ
る
。

川
は
、
た
く
さ
ん
の
細
い
流
れ
に
な
っ
て
50
以
上
も
あ
る
島
の
間
を
迷
路
の
よ
う
に
流

れ
る
。
海
水
と
混
じ
り
合
っ
た
世
界
最
大
級
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
密
林
が
広
が
る
。
ま

た
、
上
流
か
ら
の
土
砂
の
流
れ
が
海
底
扇
状
地
を
形
成
し
て
い
る
。

　

ガ
ン
ジ
ス
の
気
候
は
、
冬
は
温
暖
で
雨
は
ほ
と
ん
ど
降
ら
な
い
。
春
は
日
中
の
気
温

が
40
℃
ま
で
上
が
る
。
夏
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
で
、
ヒ
ン
ド
ス
タ
ン
平
原
で
３
０
０

～
４
０
０
㎜
ほ
ど
雨
が
降
り
、
モ
ン
ス
ー
ン
の
勢
力
が
強
す
ぎ
る
と
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
は
低
平
地
の
た
め
国
土
の
80
％
が
水
び
た
し
と
な
る
。
イ
ン
ド
の
農
業
は
モ
ン
ス
ー

ン
の
雨
が
頼
り
で
、
雨
が
少
な
い
と
１
５
０
０
万
人
の
農
民
が
失
業
す
る
と
い
う
。

　

ジ
ー
ナ
・
ダ
グ
ラ
ス
著
『
ガ
ン
ジ
ス
川
』（
帝
国
書
院
・
１
９
８
７
年
）
で
は
、
ガ
ン
ジ
ス

の
流
れ
に
沿
っ
て
、
都
市
を
紹
介
す
る
。
最
初
の
聖
地
プ
ラ
ヤ
ー
グ
か
ら
下
り
、
ハ
ル
ド

ワ
ー
ル
で
「
ビ
シ
ュ
ヌ
神
の
門
」
と
い
う
峡
谷
を
抜
け
出
て
カ
ー
ン
プ
ル
を
下
り
、
デ
リ

ー
や
ア
グ
ラ
の
都
市
を
流
れ
て
き
た
ジ
ャ
ナ
ム
川
が
ガ
ン
ジ
ス
川
と
合
流
す
る
ア
ラ
ハ
バ

ー
ド
は
、
聖
地
で
あ
り
、
陰
暦
の
12
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
ク
ン
ブ
メ
ラ
の
祭
り
で
は
、

最
盛
時
に
は
１
０
０
０
万
人
が
沐
浴
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
下
り
、
シ
ヴ
ァ
の
神
の
都
バ

ラ
ナ
シ
は
川
幅
が
広
く
な
り
、
釈
迦
が
初
説
法
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
巡
礼
者
の
聖

地
で
あ
る
。
ガ
ン
ジ
ス
川
は
パ
ト
ナ
を
下
り
、
モ
ン
ギ
ー
ル
を
過
ぎ
、
デ
ル
タ
地
帯
の
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
入
り
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
に
注
ぎ
、
延
長
２
５
０
０
㎞
の
旅
を
終
え
る
。

ガ
ン
ジ
ス
巡
礼

　

イ
ン
ド
の
人
口
は
、
２
０
１
３
年
現
在
13
億
３
９
０
０
万
人
で
、
そ
の
う
ち
の
約
78
％

が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
で
あ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
、
身
分
の
低
い
階
級
の
者
で
も
、
生

き
て
い
る
間
よ
い
こ
と
を
し
て
お
け
ば
、
死
ん
だ
後
で
も
生
ま
れ
変
わ
る
と
信
じ
ら
れ

て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
神
が
崇
拝
さ
れ
る
多
神
教
で
あ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
、
ガ

ン
ジ
ス
川
は
神
聖
な
川
と
な
さ
れ
、
教
徒
た
ち
は
、
毎
日
ガ
ン
ガ
ー
の
女
神
に
祈
り
を

捧
げ
、
死
後
は
死
体
を
焼
い
た
灰
を
川
に
ま
い
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
も
っ
て
い
る
。

　

中
村 

元
・
肥
塚 

隆
著
『
ガ
ン
ジ
ス
の
聖
地
』（
講
談
社
・
１
９
７
９
年
）
に
は
、「
ガ
ン

ジ
ス
川
の
降
下
」
の
神
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ン
ジ
ス
川
は
、
元
は
天
界
の
メ
ー
ル

山
頂
に
あ
る
ブ
ラ
フ
マ
ー
神
の
都
城
を
巡
っ
て
流
れ
る
川
で
あ
っ
た
が
、
バ
ギ
ー
ラ
タ

の
長
年
に
わ
た
る
苛
酷
な
苦
行
に
よ
っ
て
シ
ヴ
ァ
神
の
頭
上
に
降
り
、
そ
の
頭
髪
か
ら

地
上
に
流
れ
出
し
た
と
い
う
。
ガ
ン
ジ
ス
川
は
、
す
べ
て
の
汚
れ
と
罪
を
洗
い
流
し
て

く
れ
る
地
上
の
聖
河
と
な
り
、
巡
礼
者
は
ガ
ン
ジ
ス
川
の
沐
浴
祭
に
参
加
す
る
。
児
童

書
と
し
て
、
寮
美
千
子
・
文
『
天
か
ら
お
り
て
き
た
河
―
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ジ
ス
神
話
』

（
長
崎
出
版
・
２
０
１
３
年
）
が
あ
る
。

　

直
田
龍
作
著
『
河
へ
の
祈
り　

ガ
ン
ジ
ス
巡
礼
』（
ク
レ
オ
・
１
９
９
７
年
）
は
、
ガ
ン

ジ
ス
川
源
流
ゴ
ー
ム
ク
か
ら
小
川
で
洗
濯
す
る
女
た
ち
（
ス
キ
村
）、
沐
浴
祭
で
野
営
す

る
巡
礼
者
（
プ
ラ
ヤ
ー
グ
）、
ガ
ン
ジ
ス
川
に
祈
り
を
捧
げ
る
男
（
バ
ラ
ナ
シ
）、
荼だ

毘び

に

付
さ
れ
る
死
者
（
コ
ル
カ
タ
）、
水
を
運
ぶ
女
と
農
村
の
風
景
（
ハ
ル
デ
ィ
ア
）、
祭
り
の
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日
、
聖
な
る
水
を
被
る
女
達
（
ガ
ン
ガ
サ
ー
ガ
ル
）
な
ど
、
沐
浴
で
輪
廻
に
生
き
る
人
々

を
捉
え
る
。
巡
礼
者
の
若
者
が
、
老
い
た
母
を
川
ま
で
運
び
、
沐
浴
さ
せ
て
、
そ
こ
で

安
ら
か
な
死
を
迎
え
さ
せ
る
の
が
親
孝
行
と
言
わ
れ
る
。

　

同
様
に
、
ラ
グ
ビ
ー
ル
・
シ
ン
著
『
ガ
ン
ジ
ス
』（
岩
波
書
店
・
１
９
９
２
年
）
は
、
ガ

ン
ジ
ス
の
巡
礼
者
を
撮
っ
た
写
真
集
で
あ
る
が
、
あ
え
て
、
そ
の
道
す
が
ら
の
風
景
と

し
て
、
ガ
ン
ゴ
ト
リ
氷
河
、
ガ
ン
ゴ
ト
の
滝
、
ダ
ム
計
画
（
テ
ー
リ
）、
村
の
学
校
（
シ

ン
ギ
ラ
プ
ー
ル
）、
穀
倉
（
パ
ト
ナ
）、
モ
ン
ス
ー
ン
の
雨
に
遭
っ
た
女
達
（
モ
ン
ギ
ー
ル
）、

チ
ェ
ス
を
さ
す
人
（
バ
ラ
ナ
シ
）、
漁
師
と
小
舟
（
西
ベ
ン
ガ
ル
）、
ハ
ウ
ラ
橋
の
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ワ
ー
（
コ
ル
カ
タ
）、
ト
ラ
ッ
ク
に
描
か
れ
た
川
に
浮
か
ぶ
船
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）、

帆
か
け
舟
と
フ
ェ
リ
ー
・
ボ
ー
ト
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
河
口
部
）
な
ど
を
追
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
光
景
は
巡
礼
者
た
ち
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
洪
水
の
川
に
浸
り
な
が

ら
、
な
お
、
祈
り
つ
づ
け
る
巡
礼
者
に
は
驚
く
。

　

野
町
和
嘉
著
『
ガ
ン
ジ
ス
』（
新
潮
社
・
２
０
１
１
年
）
は
、
ガ
ン
ジ
ス
川
で
の
巡
礼
者

沐
浴
の
写
真
集
で
あ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
：
氷
河
の
一
滴
よ
り
は
じ
ま
る
神
話
、
ク
ン
ブ
メ

ラ
：
奇
跡
の
水
、
い
の
ち
の
輝
き
、
バ
ラ
ナ
シ
：
彼
岸
と
此
岸
を
結
ぶ
ガ
ー
ト
、
ビ
ハ

ー
ル
：
田
園
を
貫
く
巡
礼
の
道
、
ベ
ン
ガ
ル
：
大
河
の
終
焉
、
永
遠
の
大
海
へ
と
、
穢

れ
を
流
す
数
千
万
の
巡
礼
者
の
生
と
死
を
３
年
間
に
わ
た
っ
て
執
拗
に
写
し
出
す
。

　

こ
の
書
の
終
わ
り
に
、
野
町
和
嘉
氏
は
述
べ
て
い
る
。

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
雪
解
け
水
に
始
ま
る
ガ
ン
ジ
ス
の
流
れ
、
生
命
を
育
み
、
人
々
の
願
望
と

来
世
へ
の
祈
り
を
託
さ
れ
て
流
れ
ゆ
く
間
に
、
そ
の
底
流
に
は
、
イ
ン
ド
社
会
に
堆
積
し

た
悲
惨
や
汚
穢
か
ら
な
る
泥
の
層
を
堆
積
さ
せ
、
河
口
へ
と
押
し
流
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

恍
惚
の
沐
浴
絵
図
を
眺
め
な
が
ら
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
巡
礼
者
た
ち
が
こ
う
し
て

一
同
に
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
自
身
の
心
の
浄
化
の
一
方
で
、
汚
穢
を
底
流
に
含

ん
だ
ガ
ン
ジ
ス
の
流
れ
を
、
じ
つ
は
精
神
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
り
、
浄
め
海
に
還
し
て

い
る
の
で
な
い
か
、
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
、
浄
化
さ
れ
た
水
は
や
が
て
天

に
の
ぼ
り
、
モ
ン
ス
ー
ン
の
雨
と
な
っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
峰
々
に
降
り
注
ぎ
、
ガ
ン
ジ
ス

の
聖
水
と
し
て
甦
る
の
で
あ
る
。
ガ
ン
ガ
ー
女
神
、
永
遠
の
輪
廻
転
生
。」

　

白
石
凌
海
著
『
イ
ン
ド　

輪
廻
に
生
き
る　

大
沐
浴
祭
』（
明
石
書
店
・
２
０
０
２
年
）

に
よ
る
と
、
人
生
生
老
病
死
で
あ
り
、
死
す
べ
き
時
が
来
た
と
き
、
イ
ン
ド
の
古
い
聖

典
に
は
、
死
へ
の
決
心
を
し
て
、
東
北
に
旅
立
つ
。
肉
体
を
放
棄
し
た
者
は
、
悲
し
み

と
恐
れ
の
な
い
、
梵
天
に
向
上
す
る
と
い
う
。
ガ
ン
ジ
ス
の
流
れ
に
浸
り
、
た
だ
ガ
ン

ガ
ー
の
女
神
に
祈
り
つ
づ
け
る
、
そ
れ
が
ま
た
輪
廻
転
生
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

イ
ン
ド
の
農
業
用
水
と
水
問
題

　

イ
ン
ド
の
灌
漑
地
面
積
は
、
１
９
８
５
年
に
お
い
て
純
作
付
面
積
１
億
４
０
０
０
万
ha

の
30
％
に
あ
た
る
４
２
０
０
万
ha
が
灌
漑
さ
れ
て
い
る
。
多
田
博
一
著
『
イ
ン
ド
の
大

地
と
水
』（
日
本
経
済
評
論
社
・
１
９
９
２
年
）
に
は
、
灌
漑
用
水
と
し
て
、
ヤ
ム
ナ
ー
河
か

ら
分
水
す
る
西
ヤ
ム
ナ
ー
用
水
路
、
東
ヤ
ム
ナ
ー
用
水
路
、
ガ
ン
ガ
ー
河
か
ら
引
水
す

る
上
ガ
ン
ガ
ー
用
水
路
な
ど
に
よ
り
、
導
水
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
統
治
下
に
お
け
る
近
代
的
な
河
川
用
水
路
の
灌
漑
技
術
の
確
立
過
程
、
ガ

ン
ガ
ー
用
水
路
建
設
な
ど
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
灌
漑
技
術
の
拡
大
、
独
立
後
の
イ
ン

ド
に
お
け
る
灌
漑
技
術
の
問
題
（
連
邦
と
州
と
の
関
係
、
政
府
灌
漑
施
設
の
維
持
管
理
）
な
ど

を
述
べ
る
。

　

同
著
『
イ
ン
ド
の
水
問
題
―
州
際
河
川
水
紛
争
を
中
心
に
』（
創
土
社
・
２
０
０
５
年
）

で
は
、
１
９
４
７
年
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
か
ら
独
立
後
、
イ
ン
ド
の
人
口
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
産
業
の
発
展
に
伴
い
水
の
需
要
も
ま
た
増
大
し
、
州
際
の
水
紛
争
が
生
じ

た
。
イ
ン
ド
政
府
は
１
９
５
６
年
州
際
水
紛
争
法
を
制
定
し
、
州
際
河
川
、
流
域
の
水

資
源
保
全
、
灌
漑
、
排
水
、
水
力
発
電
、
舟
運
、
植
林
、
土
壌
保
全
、
水
質
汚
濁
防
止

を
図
っ
て
い
る
。
五
つ
の
河
川
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
ー
河
、
ゴ
ダ
ー
ヴ
ァ
リ
河
、
ラ
ー
ヴ
ィ

ー
・
ビ
ア
ー
ス
河
、
ナ
ル
マ
ダ
ー
河
は
こ
の
法
が
適
用
さ
れ
た
。
水
不
足
に
対
応
す
る

た
め
に
、
河
川
連
結
・
流
域
変
更
の
こ
と
も
詳
述
す
る
。

ガ
ン
ジ
ス
川
の
国
際
水
紛
争

　

イ
ン
ド
で
は
州
際
の
水
紛
争
の
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ガ
ン
ジ
ス
川
は
国

際
河
川
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
、
ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
の

国
家
間
の
利
害
の
争
い
は
絶
え
な
い
。

　

ヘ
ザ
ー
・
Ｌ
・
ビ
ー
チ
他
著
『
国
際
水
紛
争
事
典
』（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
・
２
０
０
３
年
）、

ア
シ
ッ
ト
・
Ｋ
・
ビ
ス
ワ
ス
／
橋
本
強
司
編
著
『
21
世
紀
の
ア
ジ
ア
国
際
河
川
開
発
』

（
勁
草
書
房
・
１
９
９
９
年
）
に
よ
り
、
水
紛
争
を
見
て
み
た
い
。
イ
ン
ド
は
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
合
意
な
し
に
、
ガ
ン
ジ
ス
川
分
流
の
フ
ァ
ラ
ッ
カ
に
ダ
ム
を
建
設
・
運
営
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、「
ガ
ン
ジ
ス
川
水
協
定
」
が
締
結
さ
れ
た
。
フ
ァ
ラ
ッ
カ
に
お
い
て

ガ
ン
ジ
ス
川
の
水
を
分
け
合
う
こ
と
、
乾
期
に
お
け
る
ガ
ン
ジ
ス
川
の
増
水
に
つ
い
て
、

長
期
的
な
解
決
策
を
編
み
出
す
こ
と
。
な
お
、
協
議
が
続
い
て
い
る
。

　

エ
レ
ン
・
ウ
ォ
ー
ル
著
（
穴
水
由
紀
子
訳
）『
世
界
の
大
河
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
―

河
川
の
開
発
と
分
断
が
も
た
ら
す
環
境
へ
の
影
響
』（
一
灯
舎
・
２
０
１
５
年
）
は
、
イ
ン

ド
の
フ
ァ
ラ
ッ
カ
ダ
ム
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
河
川

改
修
を
巡
る
問
題
で
あ
り
、
特
に
乾
期
の
流
量
が
少
な
い
期
間
に
国
家
間
お
よ
び
地
域

間
で
水
を
公
平
に
分
配
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
、
さ
ら
に
ガ
ン
ジ
ス
川
沿
岸
の
洪
水
被

害
を
減
ら
す
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
洪
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
編
・

発
行
『
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ  

特
集
ガ
ン
ジ
ス
河
』（
２
０
０
３
年
）
で
、
井
山
聡
氏
は
、
各
国
の

援
助
に
よ
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
住
民
の
連
携
に
よ
る
、
避
難
場
所
兼
学
校
、
道
路
の
建
設
な
ど

の
洪
水
対
策
、
あ
る
い
は
職
業
訓
練
、
小
規
模
融
資
な
ど
の
生
活
向
上
対
策
を
図
り
、

住
民
の
自
助
、
互
助
の
力
も
引
き
出
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
肝
要
で
あ
る
と
説
く
。

　

最
後
に
、
洪
水
に
め
げ
ず
に
生
活
す
る
人
々
の
姿
を
描
く
、
写
真
・
吉
村　

繁
／
文
・

白
石
か
ず
こ
、
臼
田
雅
之
『
水
と
大
地
の
詩
―
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
』（
岩
波
書
店
・
１
９
９

５
年
）
を
掲
げ
る
。
生
と
死
を
共
に
流
る
る
ガ
ン
ジ
ス
川
の
流
れ
に
想
い
は
尽
き
な
い
。

〈
ガ
ン
ジ
ス
は
動
詞
の
川
ぞ
歯
を
磨
く
体
を
洗
う
洗
濯
物
を
す
る
〉

　
（
俵 

万
智
著
『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
革
命
』
よ
り
）


